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事務局からのお知らせ

1. 行事報告

-第 136固定例研究会

平成23年 10月7日(金)13:15より東京大学農学

部弥生講堂・アネックスセイホクギャラリーにて開催さ

れた。テーマ「最新の電解技術」 。参加者数 116名(会

員 103名、非会員 13名)。

講演は、「工業電解の概要と水電解の現状」と題して、

樹兵国立大学大学院工学研究院機能の創生部門教授

光島重徳兵、 「食塩電解の技術と歴史」と題して、旭化

成ケミカルズ株式会社化学 ・プロセス研究所シニアマ

ネジャー野秋康秀氏、 「電解槽に関わる各種働時、事

象」と題して、クロリンエンジニアズ株式会社 CA事業

本部主幹真鍋明義氏、 「工業電解用電極の開発」と題

して、ペルメレック電極株式会社技師長錦善則氏、「固

体高分子水割引と題して、 三菱重工業株式会社原動機

事業本部新エネルギー事業推進部主任加藤芳樹氏、「オ

ンサイト水素発生装置の電極技術」と題して、株式会社

バンテック開発室主任研究員鈴木友也氏によってな

された。講演予稿は、本誌に資料として掲載。

(P57-P68) 

-平成23年度団体会員特別見学会

平成23年 10月 17日(月)午後。新日本製織株式会

社君津工場。参加者数 11社 24名。

-第 31回水素エネルギー協会大会

平成23年 11月 30日(水)、 12月 1日(木)タワー

ホール船堀小ホール。特別講演は、 「水素エネルギーを

核としたエクセルギ一再生によるエネルギー高度有効利

用技術体系Jと題して東京大学生産技術研究所エネル

ギー工学連携研究センター教授堤敦司氏、 12015年燃

料電池自動車普及開始に向けたHySUTの取り組みにつ

いて」と題して水素供給・利用技術研究組合技術本部長

北中正宣氏によってなされた。

研究論文口頭発表27件、ポスター発表 16件。参加者

数 155名(学生含む) 0 (HESS会員 106名、協賛会

員 21名、非会員 28名。)懇親会参加者67名。
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2. 行事予定

-平成24・25年度役員および評議員選挙

平成24年 1月(予定)に投票用紙を配布致します。

ご協力ください。

-水素エネルギー協会 ・水素エネルギー利用開発研究会

合同講演会(水素エネルギー協会第 137固定例研究会/

平成23年度第3回水素エネルギー利用開発研究会)

-平成24年3月9日(金)13: 00より。

-広島市西区民文化センター 2階ホール

. 4講演。

-共催 ・協賛 ・後援等行事、国際会議情報

. FC EXP02012 1第8回国際水素 ・燃料電池展」共催

2012年2月29日(水)'""3月2日(金)

東京ビ、ツグサイト

httn://www.fcexno.in/ 

-横浜国立大学「政策の科学」記念シンポジウム 協賛

2012年 1月 11日(水)

横浜情報文化センター6階

httn://www.cseg.vnu.ac.in/ 

・2011年度触媒学会水素の製造と利用に関するシン

ポジウム協賛

2012年 1月24日 ωく)
工学院大学新宿キャンパス 28階第1会議室

(問合せ先:早稲田大学関根泰 03-5286-3114)

・第5回イワタニ水素エネルギーフォーラム東京後援

2012年 1月31日 ωく)
国際フォーラム ホールB7

httn://www.iwatani.co.in/inn/information/detail.nhn? 

i也{=1173

-水素先端世界フォーラム 2012 後援

2012年2月 1日(水)、 2日(木)

福岡市グランドハイアット、九州大学伊那キャンパス。

httn:/ /www:congre.co.in/hvdrogen2012/ 

. FCDIC第 四 回燃料電池シンポジウム協賛

2012年5月 16日(水)'""17日(木)
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タワーホーノ川合堀

httn://www.fcdic.com/ 

• MH2012 後援

2012年 10月21日(日)"'"'26日(金)

京都テルサ

」色、 止と
コミ 口

紹介いただきたくお願いいたします。

詳細は事務局にお問い合わせください。

5. 広告掲載のお願い

httn://www.mh2012.in/ 本会会誌および水素エネルギー協会大会予稿集に掲載

する広告を募集しております。

3. 入退会

(平成23年9月 16日~平成23年 12月 15日)

(1)新入会

団体会員: (担当者)

-イーエナジー株式会社(細木顕司)

・株式会社パンテック(鈴木友也)

-日本ベル株式会社(小林勇)

-株式会社神鋼環境ソリューション(三宅明子)

個人会員: (所属)

-及川二郎(株式会社ジーエス)

・井野川人姿(広島大学)

学生会員: (所属)

・小笠原健太 (茨城大学)

・市川裕紀 (横浜国立大学)

・野沢一博 (横浜国立大学)

・馬場智弘 (首都大学東京)

・岡田拓也 (横浜国立大学)

(2)退会

団体会員:株式会社大倉理研。個人会員:なし。

会誌掲載(年4回発行)は、1.8万円/(頁・号)、

年間でお支払いの場合は、 7万円/(頁・年)とします。

水素エネルギー協会大会予稿集掲載は 3.5万円/頁です。

ご希望の際は事務局までご連絡ください。

(3)現在会員数(上言改庁入会、退会者を含む) 付材対材対付対材対付対付州付対士会対付対州付対批判*

団体会員: 63社、 連絡先:一般社団法人水素エネルギー協会事務局

個人会員: 221名 久保田純(事務局長)、米富美登代

学生会員: 14名 干113圃8656東京都文京区本郷7田3・1

東京大学大学院工学系研究科

4. 会員勧誘のお願い 化学システム工学専攻

堂免・久保田研究室内

低炭素社会構築に向けた取り組みが活発なっている中 (工学部五号館622号室)

で、本会の関連する分野は更に広がってゆくと考えられ TEL. FAX03・5841開 1866

ます。そこで、本会も更に様々な技術分野に裾野を広げ E-mail secret位地hess.in

て活動を充実させていきたいと考えております。皆様の URL www.hess.in 

まわりで水素エネルギーに興味のある方に本会を是非ご 付対付対士会対峠州付対州州付材料州付対材対付士会州*士会
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